
きいちゃんの

いきいき支え合い通信

この通信では、地域の「顔が見える」関係
の中で、日常生活の困りごとを助け合い、
支え合う活動が進むことを願い、生活支援
に関する県内の先進事例等を発信していき
ます。

支え合い活動紹介
高野町「高野ふれ愛講 TSUNAG お助け隊」

高野町では第１層協議体の「高野ふれ愛講TSUNAG」
が有償ボランティア「お助け隊」を立ち上げ、協議
体メンバーが中心となって運営されています。
今回、生活支援コーディネーターの上西さんと協議
体メンバーのみなさんに「お助け隊」にかける想い
と、「お助け隊」発足までの経緯を取材させていた
だきました。

「お助け隊」にかける協議体メンバーの想い

「高野ふれ愛講 TSUNAG」では、メ
ンバー全員が積極的に発言し、主体
的に取組を進められています。
協議体として「お助け隊」を立ち上
げられた理由や、今後の「お助け隊」
にかける想いを伺いました。

・やっと「お助け隊」を始動できた。
「TSUNAG」の名のとおり、手と
手をつなげられるような制度にし
ていきたい。

・今までは「なんでも町がやってく
れる」だったけど、今は「自分たちでやっていかなければならない」と
考えたことで「お助け隊」を立ち上げられた。

・人と人をつなぐのは喜んでもらえるし、自分の生きがいにもなる。今後
もまだまだ続けていきたい。

・「自分らでなんとかせなあかん」と気持ちを切り替えてから動き出すこ
とができた。もっとたくさんの方の困りごとを受け入れられるようにし
ていきたい。

・TSUNAGの認知度が上がってきて嬉しい。楽しみながら続けていきたい。

第１９号
令和６年３月
和歌山県
長寿社会課

「お助けマン」の声
高野町消防署長の一柳さんは「お助けマン」に登録して約５か月。積極的
に活動に参加されています。

登録のきっかけは「地域貢献したくてずっと機会を
探していた。このお助け隊は恩着せがましくなく、
自身も楽しく活動できるのが良いところ。」とのこ
と。活動の際には「作業をするだけで終わらず、必
ず話をするようにしている。生活の様子を聞いたり、
他の困りごとを聞いたり、10分は話し込みます。」
と、見守りの役割もされていました。

また、「困りごとの情報収集をする人は聞き上手な
人がよくて、助けに行く人はそれができる人がやれ
ばいい。両方が連携できていることで暮らしやすく
なる。」と話されていました。

倉本さんご夫婦

詳細は次ページ

つ な ぐ

利用者の声
アパートの２階に住んでいる倉本さんは、ご夫婦と
も90代となり階段を上り下りしてゴミ出しをするこ
とが大変になったことで、「お助け隊」を複数回利
用されています。
「お助け隊」を利用してみて「良い時代になったん
だなあとびっくりした。でも自分でできることは自
分でやることも大事。」と感じたそうです。
「お助け隊のおかげで住みやすいところになってい
る。頼れるところがあるから安心。不自由ない暮ら
しができています。」と感謝されていました。

さらに嬉しい報告がありました。「お助け隊」が来
ているのを見かけた近所の方が「それぐらい捨てて
あげるで」と声をかけてくれ、助けてもらっている
そうです。SCの上西さんは「これが一番嬉しいこと
です。」と喜んでいました。

一柳さん

「高野ふれ愛講 TSUNAG」
のみなさん

第１層SC 上西さん



「助け合いの仕組みづくりアンケート」

を実施

「モデル事業」を実施

改めて規範的統合を行う

「高野ふれ愛講 TSUNAG お助け隊」

が発足

「お助けマン懇談会」の開催

「高野ふれ愛講 TSUNAG お助け隊」立ち上げの経緯

令和元年度、SCの上西さんと協議体メンバーが
まず始めに取り組んだことはアンケート調査でし
た。調査方法は、自治会を通じての全戸配布です。

調査の結果、ニーズやシーズの詳細が整理でき、
町内には「手助けできる人」が124名、「手助け
してほしい人」が70名いることがわかったのです
が、さらに追加の調査として、「手助けしてほし
い人」の本音のニーズを聞き取るために、協議体
メンバーが訪問による聞き取りを実施しました。

実際に「手助けしてほしい人」を訪問して聞き取
りしてみると、アンケート調査の回答と実態が大
きく違ったということです。

アンケート調査を踏まえ、「できることからやっ
てみよう」と次に取り掛かったことはモデル事業
の実施です。

町の中心部と山間部でニーズの種類が違うことが
わかっていたため、モデル事業は中心部と山間部
に分けて2回実施。
利用者からは「この仕組みは助かる。早く立ち上
げてほしい。」と要望がとても多く、この声に立
ち上げを後押しされたそうです。

「お助けマン」を対象に「お助けマン懇談会」を開催！
懇談会は以下の目的で実施しており、多くの方に参加してもらえるよう、
中心部と山間部の２か所で、昼の部と夜の部に分けて開催しています。

・積極的に活動している人の経験を「お助けマン」全体で共有したい。
・「お助けマン」が聞いてきた利用者の状況のニーズ等を全体で共有し、

ニーズに合ったメニューを皆で検討し改善していきたい。
・「お助けマン」が聞いてきた地域の様子を全体で共有したい。
・今後も続けることで「お助けマン」にアンテナ役になってもらいたい。

「高野ふれ愛講 TSUNAG お助け隊」は令和５年
８月に発足しました。発足当初の「お助けマン」
は40名。多くの方に登録してもらえた理由として
は、アンケートの「手助けできる
人」についても協議体メンバーが
個別訪問した結果とのことです。

「お助け隊」の特徴として、連絡
手段にLINEを活用しています。
電話連絡とは違い、事務局の手間
を省け、「お助けマン」も文字で
確認できるのが便利だそうです。

モデル事業実施後は、内容の検討や課題を解決す
るために協議を重ねましたが、完璧なものを求め
すぎて時間を要すことになりました。
そこで、令和３年度から令和４年度にかけては、
県生活支援専門アドバイザー派遣事業を活用し、
改めてSCと行政、協議体メンバーで「目指す地
域像の共有」に取り組みました。

バラバラだった皆の想いが一つになったことで、
スムーズに活動理念を定め、チームとして協議体
の名称を決定しました。
また、年に数回だった協議体会議が、自然と毎月
開催になりました。そして、「まずは行動に移し
てみよう！」という
考えになったことで、
「お助け隊」立ち上
げへ再始動するきっ
かけとなったとのこ
とです。

ココがすごい！

LINEでのやりとり

懇談会の様子

ココがすごい！

『住み慣れた高野町で最期まで自分らしく暮らし続けるために』
※自分のやりたいことが人のためになるという活動を広めます。
※他人事ではなく、我が事として気にかけあう関係を広めます。

※顔の見える関係を広めふれあいの関係を広めます。
※みんなができる事をできる範囲で担うことで、

互いに助け合いを広めます。

高野ふれ愛講TSUNAG活動理念


